第　５　分　科　会
	タイトル
	医療と介護の連携による地域づくり

	サブタイトル
	活力ある安心社会の実現のために 

	推進委員
	座　長：樺　山　弘　美（東京都本部）

副座長：中　内　康　起（衛生医療評）

記　録：金　田　敬　司（全消協）

　　　　野　村　　　満（石川県本部）

　　　　酒　井　新　司（宮崎県本部）

	本部推進委員
	平　川　則　男（社会保障局長）

伊　藤　邦　彦（衛生医療局長）

	担当書記
	溝　口　慎一郎（総合政治政策局）


	項　　目
	内　　　　　容

	(１)　テーマ
	少子高齢社会を見据え、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためのシステム構築と人づくり、地域づくりをめざす。

	(２)　特徴的情勢
	●　介護の社会化が言われて久しいが、少子高齢化の進行やコミュニティーの希薄化などによって在宅での介護など取巻く環境は厳しさを増している。また、医療・介護における人材不足、職の確立も大きな課題である。

●　診療報酬、介護報酬の同時改定が行われ、地域包括ケアのシステム構築がいわれているが、制度の狭間で厳しい状況にある高齢者等も多く、地域における医療・介護サービスが円滑に機能しているのか検証すべき状況にある。

●　特に大震災においては、医療・介護の課題が顕著に現れたといえ、その経験に学ぶことは重要である。

●　福祉・医療サービスにおける自治体職員の役割の再認識が高まっている。

	(３)　主要論点・実践課題
	●　医療・介護など地域のセーフティネットの現場からの取り組み事例や、大震災での経験事例に学ぶ。

●　医療と介護の連携を強化するために、制度の違いによる障壁について検証し、制度の谷間を埋めるために必要な仕組みについての提言につなげていく。

●　人材の確保や人材育成をどうはかっていくか、地域福祉・医療サービスを雇用創出にどうつなげていくか、実践を踏まえて提言につなげていく。

●　自治体職員の役割への再評価について検証する。

	(４)　企画内容とプログラム・時間割り（役割分担）
	９：00　　開　　会（司会：中内）

　　　　　あいさつ、問題提起（樺山）

９：30　　講　　演「高齢者の一人暮らしを支える地域づくり ― 地域包括ケアをいかに創り出すか ― 」

　　　　　　　　　　　　井上　信宏（信州大学経済学部教授）

10：20　　講　　演「東日本大震災被災地の医療・介護・福祉」

　　　　　　　　　　　　岡田　広行（東洋経済新報社　編集局記者）

11：10　　質　　疑

12：00　　昼食休憩

13：00　　要請レポート発表（２本各30分）

14：00　　自主レポート発表（４本各10分）

15：10　　助言者等コメント

16：00　　参加者討論

16：50　　まとめ終了

17：00　　閉　　会
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